
 

団体名 三沢へ宇宙を PR 代表者名  内山 智幸 

事業実施総額 ３０２，６３７円 補助金額 ２９０，０００円 

事業実施日 令和２年８月２９日、１０月１０日、１２月５日 事業実施場所  

事業概要・成果等 

事業の趣旨 これから先、授業や仕事など、様々な場面で必ずコンピューター関係、プログラミング関係に触れていく。 
今年度のイベントはその予習に近いものだと小中学生に教えたかった。そしてコンピューターやプログラミングに関して興味を持
ち理解を深めてほしいと思った。 

活動の実施状況 
 
 
 
 

［実施日］/［参加人数］令和２年８月２９日…１１人、１０月１０日…１０人、１２月５日…９人 
［実施内容］  
今年度は、小中学生やその保護者に対し、≪三沢へ宇宙を PR≫として活動してきた。イベントはプレ（事前）・イベントを含め３
回実施し、micro:bit、３D プリンター、RaspberryPi、Sphero ボール mini を主に使った。micro:bit は、音や光が出るよう
なプログラミングをした。教えながらも自分で考えてもらい、プログラミングを体験・理解してもらった。近年では、プログラミ
ングを使った仕事が増えてきており、それに近いことが出来たのではないかと思っている。しかし小学校低学年やそれより下の子
には難しかったらしくあまり理解していなかった。来年度は micro:bit や RaspberryPi の対象年齢を引き上げ、一人にかける時
間を、増やしていきたい。Sphero ボール mini（以下スフィロ）は小さな球状ロボットでタブレット端末を使い操作した。最初は
ランダムに置かれたコーンを自由に避けてもらったり、スフィロを使ったボウリングをしたりした。また、遠隔操作によるレース
を開催した。レースは今年から始めたものだが、準備に時間をかけることなく、スムーズに運営出来た。RaspberryPi は≪ステラ
リウム≫と≪スクラッチ≫というアプリを使った。≪ステラリウム≫を使うと、プラネタリウムのような画面になり、≪スクラッチ≫
は猫のキャラクターを動かした。３D プリンターでは、ストラップやキーホルダー、自分の名前などの立体物を設計してもらい、
それを印刷し、出来たものを渡した。しかし印刷する順番や設計したものの大きさが問題となり、かなり手間取ってしまった。ま
た印刷ミスもありここで作業が中断してしまった。時間がかかってしまったが 全員が設計したものを印刷し、完成させることが
出来た。超小型人工衛星の電波受信実験も都市整備課とも調整し予定していたがプレ、第一、第二回目では開催期間中に超小型人
工衛星が上空を通過しなかった為実施できなかった。代わりに、第二回の際に、３D プリンターで制作した超小型人工衛星の実物
大模型を展示した。２月６日に自家焙煎コーヒー店 Cogemame で事後イベントを実施予定であったが、県内の高校でクラスター
が発生し、安全を考えて１月１８日に中止を決断した。 

事業のＰＲ方法 ［期間］令和２年８月 12 日～8 月 29 日、9 月 27 日～10 月 10 日、11 月 7 日～12 月 5 日 
［方法］チラシの配布 
  8 月…三沢駅 上久保児童館 古間木児童館  第二中学校 
     国際交流センター 市内 7 小学校  

HP での申込み受付期間 8/12～8/29 
  9 月…広報みさわ 10 月号 三沢駅 国際交流センター 市役所 
     市内 7 小学校 HP での申込み受付期間 9/27～10/6 

11 月…広報みさわ 11 月号 国際交流センター 三沢総合体育館  
    図書館 三沢駅 国際交流スポーツセンター 市民の森 
    そらいえ スカイプラザ ビードルプラザ 総合社会福祉センター 保健相談センター 市内 7 小学校  

新聞掲載 11/20・11/24  
HP での申込み受付期間 11/7～11/30 

事業の検証 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［市民への波及効果］ 
普段の生活では関わることがないようなコンピューターを使って楽しみながら、イベントを体験していた。簡単なプログラミング
を楽しんだためプログラミング技術の向上に繋がった。 
［他団体との連携］ 
やるべきことを理解し、しっかりとコミュニケーションをとることが出来た。分からないことを共有し、問題解決に尽力した。 
［良かった点］ 
一人一人が自分の役割を自覚し、丁寧に接した。新型コロナウイルス感染症の感染者を出さなかった。 
［悪かった点］ 
忘れ物が多かった。全年齢対象としていたが、micro:bit は小学校低学年には難しいということに気が付かなかった。 
［改善点］ 
スフィロのレースを行うときに一回目は割りばしでコースを作っていたが、作るのに時間がかかってしまうし、スフィロが簡単に
コース外に出てしまった。そこで割りばしから新聞紙を丸めたものに変えてみた。すると準備時間が短縮し、スフィロがコースか
らでなくなり、二つの問題を改善することが出来た。 
［参加者の意見］ 
３D プリンターが難しかった・ドローンをやってみたいという声が多かった。 
［団体構成員間でのイベントに対する意識の共有］ 
小中学生に対して丁寧に接し、わかりやすく教えるように心がけた。 

今後の展開 今年度は、初めて三沢市内でものづくりスペース教室を開催した。今回使わせてもらった駅前交流プラザみーくるは初めてで、
どの場所で何をしようか色々考えた。また宣伝のため、八月にプレイベントを企画し実施した。また今年度は新型コロナウイルス
感染症拡大の影響で、予定がずれ十分なイベント対策が出来なかった。そのためメンバー間での連携が取れず、忘れ物やミスなど
が目立ってしまった。そのミスをどのように挽回し、来年度に繋げられるか話し合っていきたい。 
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活動の様子  
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